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研究成果の概要（和文）： 

グローバル化の中で外国人との接触が増え、日本人の異文化に関する意識に大きな変容
が生じている。異文化との共生の中、群馬県の青年層が異文化をどのように捉え価値観を
見いだしているのか調査を行った。調査では、地域のコミュニティよりも学校生活におけ
る友人関係が、異文化に対し強く影響を与えている傾向が見られた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The awareness of foreign culture in Japan has change a lot, while the contact with 
foreigners increased in the modern era of expanding globalization. We investigated 
how young generation in Gunma perceive and evaluate foreign cultures.  In this 
investigation, the tendency for the relationships with friends in school life to have 
affected it strongly to foreign culture rather than the community of the area became 
apparent. 
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１．研究開始当初の背景 

近年のグローバル化の進行の中で日本人
の異文化に関する意識に大きな変容が生じ
ている。その基底をなす状況的変化は日本人
の一定部分が常時海外に在留していること
である。日本経済の海外展開の中で海外在留
日本人の数は 100 万人を超えている。また観
光・ビジネス等による海外渡航者は年 1600

万人以上に達している。1985 年のプラザ合

意を起点とする日本社会の外延的展開は、従
来内向きの集団志向的行動様式を特徴とす
るとされてきた日本人一般に、異文化との共
存に向けた変化の契機を与えている。更に国
内在住の外国人は 220 万人を超え、日本社会
の内なるグローバル化は着実に進んでいる。
職場の同僚関係、キャンパスの友人関係、地
域社会における隣人等として、外国人と直接
接触する機会が増大している。 
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首都圏のうちでも特に群馬県は、多民族多
文化化が顕著に見られる状況にある。東京首
都圏における外国人労働者、留学生、外国人
観光客等の数はこの 20 年間に急速な増大を
見せている。東京首都圏に対して通勤圏居住
区域、近郊農村地域、商工業地域としての役
割を担いつつ発展している群馬県は首都圏
の一構成部分としての機能を持っている。特
に、群馬県には県東部の伊勢崎・太田・大泉
地区のような自動車産業の企業城下町的地
域を抱えており、愛知県、静岡県、広島県と
類似した外国人労働者の集住現象がみられ
る。群馬県における外国人登録者数は、この
20 年間で約 10 倍に増加し、2006 年末現在、
4 万 5766 人となっている。県全体の人口に
占める割合は 2.27%であり全国 5 位である。
国籍別の登録者数では、ブラジル人が最多で、
次いで中国人、フィリピン人、ペルー人、韓
国・朝鮮人の順となっており、南米出身者が
50.7%を占めている。こうした変化の契機は
1990 年の「出入国管理及び難民認定法」の
改定であり、これにより、日系のブラジル人、
ペルー人等が県東部地域の自動車関連企業
に多く就労するようになった。これら地域で
は外国人の集住地域が点在するようになり、
こうした外国人に食料品・生活用品等を供給
する商店や文化・教育・宗教的施設も数を増
し、民族的コミュニティとしての成熟を見せ
ている。 

 

２．研究の目的 

日本社会の外延的な発展と内なるグロー
バル化の中で外国人との接触が日常化して
おり、日本人の異文化理解の概念枠組は根底
的な変化の過程にある。本研究プロジェクト
は異文化多民族共生への変化を遂げつつあ
る群馬県において、高校生・大学生を中心と
する青年層が持つ異文化理解に関わる意識
を解明しようとするものである。青年層に対
する質問票調査の統計的分析と、フィールド
ワークによる県東部地区の外国人稠密地域
の特質の解明により、異文化意識の構造と変
化のモデル化を試みる。文化人類学的方法を
主軸としつつも社会心理学、観光社会学、社
会言語学等の学際的な研究組織の構成から
多面的な検討を通じて、現状の多角的分析を
行い、兆候的諸要素の解明に努める。 

 

３．研究の方法 

群馬県県央地区および東部地区の大学・高
校の学生に対する質問票調査を基本とする。
外国人人口の稠密な東部地区については多
民族共存が及ぼす影響を実態に即して理解
するため現地における参与観察、面接調査も
行う。 
本研究では、異文化意識の問題を 5 つの課

題群としてとらえ、5 班構成の分担と連携を

通じて研究を行う。班は、①国別選好研究班
（アウトバウンド観光や留学のための渡航
先についての選好または忌避の意識調査）②
言語的選好研究班（異文化・異民族集団の使
用言語に関する意識と習得についての選好
または忌避の意識調査）③交友関係選好研究
班（人間関係を作り上げることに関する選好
または忌避の意識と民族のイメージとの関
係性の調査）④宗教意識研究班（異文化集団
の信奉する宗教に関する知見の程度と中京
実践等に関する許容度をとらえ、その背景に
関する分析と調査）⑤通婚意識研究班（イン
フォーマントまたはその親族における異民
族との婚姻についての選好または忌避の意
識について調査）の 5 班とし、それぞれの課
題について調査研究を進める。 
3 年間にわたる調査プロジェクトとし、限

定的な調査と調査票の整備、本調査、比較対
照集団の調査と順次すすめ分析を行う。 
 
４．研究成果 
本研究では、群馬県の高校生、短大生を中

心に調査を行い、その特徴について分析を行
った。調査対象は高校生約 600 名、短大生約
400 名の計 1000 名、また、他地域の大学生と
して都内中学生約 150 名、関東地方の大学生
約 100 名である。 
調査結果からわかることを次にまとめる。 
まず、異文化との共生や日常的な接触だが、

これは相手文化への理解への影響は見られ
るが、これらの接触が、海外への志向・関心・
選好・忌避に対する影響は大きく現れなかっ
た。異文化との共生は、異文化への接触とい
うより、文化との統合を進め、異文化との接
触を意識しにくくし、理解のための動機を低
めていると考えられる。 
それに対し、学校における外国人との接触

経験が異文化理解への動機付けとなってい
る傾向が見られた。 
友人関係・宗教意識・婚姻意識においては、

これらの接触や共生は、自己のアイデンティ
ティの獲得に繋がることから、関係性を持つ
ことへの動機付けとなる一方で、価値観の相
異やコミュニケーションの難しさを経験し
深い関係を築くことの難しさから関係性の
希薄化の傾向も出ていた。 
外国語や外国に対する興味は、これらの接

触とはあまり関係性が見いだせていない。逆
に、東京・神奈川・栃木と比較したとき、群
馬は外国語への関心が低い結果が出ている。
共生が進み、2 世へと世代が進む中、外国人
でありながら、ある程度日本語での会話が可
能となることもあり、外国語の必要性を感じ
ていないのかもしれない。 
渡航については未経験であることが多く、

また、友人関係の希薄さからか渡航先の選好
に影響は見られていない。「観光地」「食事」



といった個人の志向による興味の方が影響
を与えていた。 
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